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主論文  

Development of a prognostic scoring system using MYC expression and soluble 

interleukin receptor -2 level for diffuse large B-cell lymphoma 

（びまん性大細胞型B細胞リンパ腫におけるMYC発現と可溶性インターロイキン-2受容体 

を用いた予後予測の開発） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、びまん性大細胞性B細胞型リンパ腫の予後予測について検討したものであ

る。多変量解析を行った結果、病理組織におけるMYC蛋白発現陽性とsIL-2R>2000 U/mlが

予後不良と特に強い相関を示した。これらの結果をもとに、MYC、sIL-2R>2000 U/ml、年

齢の3項目を用いて独自のスコアリングシステムを作成したところ、生存率の解析におい

て非常に予後良好な群と非常に不良な群を層別化することが可能であった。この方法は、

従来のスコアリングシステムに比べて、シンプルであるが十分な有用性を示唆するもので

あり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 


